
（環境省Ｒ５－４３）

基準年度 目標年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度 R8年度

－ 70 103 136 169

52

当初予算額
（百万円）

R2年度 R3年度 R4年度 R5年度

(1)
環境で地域を元気にする地
域循環共生圏づくりプラット
フォーム事業

500
(446)

500
(467)

500
(484)

400 1 0197

500
(446)

500
(467)

500
(484)

400

令和５年度実施施策に係る政策評価の事前分析表

施策名 目標９－２　地域循環共生圏づくりの推進 担当部局名
大臣官房
地域政策課

作成責任者名
(※記入は任意）

細川真宏（地域政策課
長）

年度ごとの目標値

測定指標の選定理由及び目標値（水準・目標年度）の設定の根拠年度ごとの実績値

施策の概要 ・専門人材と地域とのマッチング等の機能を持つプラットフォームの構築・充実等により地域循環共生圏の創造を強力に推進する。
政策体系上の

位置付け
９．地域脱炭素の推進

達成すべき目標
・地域の活力を最大限に発揮する「地域循環共生圏」の創造により、各地域が自立・分散型の社会を形成
しつつ、地域の特性に応じて資源を補完し支え合う取組を推進し、持続可能な地域づくりを通じて、環境で
地方を元気にしていくとともに、持続可能な社会を構築していく。

目標設定の
考え方・根拠

・「第五次環境基本計画」（平成30年4月閣議決
定）では、「地域循環共生圏」の考え方を新たに提
唱し、環境で地方を元気にしていくとともに、持続
可能な社会を構築していくこととしてている。

政策評価実施予定時期 令和5年6月

測定指標 基準値 目標値

1
地域循環共生圏の概念に
沿った具体的な取り組みを行
う地方公共団体の数

- －年度 300団体

持続可能な社会を構築していくため、地域循環共生圏づくりに取り組む自治体数を測定す
る必要があり、「地方公共団体における地球温暖化対策の推進に関する法律施行状況調
査」により測定する。地域循環共生圏創造に取り組む主体は必ずしも自治体だけではない
が、民間の事業者が活動主体であった場合は、地域循環共生圏づくりプラットフォーム事業
による支援を通じて、自治体との連携を促す。

R12年度

達成手段
（開始年度）

予算額計（執行額）
（百万円） 関連する指

標
達成手段の概要等

行政事業レビュー
事業番号

令和５年度行政事業レビューページURL　 https://www.env.go.jp/guide/budget/review/2023/index.html

施策の予算額・執行額
施策に関係する内閣の重要政策（施政

方針演説等のうち主なもの）
地球温暖化対策計画　第3章「目標達成のための対策・施策」第4節「地方公共団体が講ずべき措置等に関する基本的事項」

別紙１


